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https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/cspi/
RMGT-CSPI の詳細については、こちらをご覧ください。

82ｘ166モノクロ

印刷会社のSDGs達成のためのソリューションを提案、具現化するRMGT-CSPI。
各分野の企業が連携し、お客さまに寄り添いながら課題を解決・サポートします。
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お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

巻頭言
「安全は未来への投資　
―職長教育が生む“強い現場”」

人財育成・経営委員長　堺  　 貴 弘

活用し、グループワークを中心に進行することで、
受講者同士が率直に意見を交わし合える場をつくっ
ています。他社の取り組みや悩みに触れることは、
日常業務では得がたい貴重な学びであり、自社の現
場を見つめ直すきっかけにもなります。こうした気
づきが、具体的な改善のヒントを持ち帰ることにつ
ながり、現場の安全レベルを一段引き上げる原動力
となります。
　受講者からは、「同じ課題を抱えていることが分
かり安心した」「他社の工夫が参考になった」「現場
に戻ってすぐ改善に取り組めた」など、前向きな声
が多く寄せられています。こうした学びの積み重ね
が現場の力を底上げし、安全文化を育てていきます。
管理職（職長）だけでなく、将来のリーダー候補や
若手社員にとっても、組織の成長と人財育成の両面
において、大きな意味を持つ機会になるものと考え
ております。
　当組合では今年も、より多くの企業にご活用いた
だけるよう、教育内容の一層の充実と運営体制の強
化に努めてまいります。職長教育を通じて、皆さま
の現場がより安全で、より働きやすく、そしてより
強い組織へと成長していく一助となれば幸いです。
結びに、皆さまのご健勝とますますのご発展を心よ
りお祈り申し上げます。

　日頃より当組合の事業運営にご理解とご協力を賜
り、誠にありがとうございます。 今年度より発足
いたしました人財育成・経営委員会の委員長を拝命
いたしました、堺と申します。微力ではございます
が、皆さまのお役に立てるよう努めてまいりますの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　令和 5 年 4 月 1 日の法改正により、労働安全衛
生法の「職長教育」の対象に新たに「印刷物加工業」
が加わりました。これに伴い、現場で作業者を指導・
監督する職長（管理職）には、12 時間以上の安全
衛生教育が義務化されています。法令対応という側
面はもちろん重要ですが、経営の視点から見れば、
安全への取り組みは“コスト”ではなく、企業の将
来を支える“未来への投資”と言えるものです。現
場の安全意識が高まることで、品質の安定、生産性
の向上、離職防止、さらには職場の雰囲気の改善な
ど、多方面にわたる効果が期待できます。安全を強
化することは、企業の信頼性を高め、持続的な成長
を支える基盤づくりにも直結します。まさに「安全
は未来への投資」であり、その中心的な役割を担う
のが職長教育なのです。
　当組合の職長教育は、印刷現場の実情に寄り添っ
た実践的な内容を重視しています。危険予知や作業
手順の見直し、コミュニケーションの取り方など、
現場で実際に起こり得る事例をもとにした副教材を
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■愛印工組・通常総会

　

　愛知県印刷工業組合（酒井良輔理事長・愛印工組）は、5月
20日午後4時より名古屋・伏見の名古屋観光ホテルにおいて、
令和8年度通常総会を開催した。総会は前半の部で、令和７
年度事業報告及び決算、令和8年度事業基本方針案及び予算
案承認の件など、上程議案の審議が行なわれいずれも承認さ
れた。後半の部では、令和8年度事業計画及び各委員会事業が
詳細に説明された。なお、今年度は理事・監事の改選が行なわ
れ、酒井理事長2期目の続投が決まり酒井丸は船出した。

　■2期目の執行部誕生

　総会前半の部では、第1号議案「令和7年度事業報告及び決
算関係書類承認の件」、第2号議案「令和8年度事業計画及び
収支予算承認の件」、第3号議案「経費の賦課金及び徴収方法
決定の件」、第4号議案「令和8年度常勤役員報酬額承認の件」、
第5号議案「令和8・9年度理事・監事承認の件」などが審議され
いずれも承認された。なお、議事終了後、臨時理事会が招集さ
れ、三役選任の件が審議された。
　事業報告の中で酒井理事長は、「愛知県印刷工業組合は、昭
和30年の発足以来、先輩方の並々ならぬ努力と、組合員の皆
様の温かいご協力により、昨年度に創立70周年という大き
な節目を迎えることができた。また、これからの印刷業界を
担う有能なクリエイターを発掘・育成することを目的にポス
ターグランプリを開催してきたが、一昨年をもって同事業を
終了した。それに代わり〝共に歩み、未来を拓く〟をテーマと
するレジリエンスアワードを新たに創設開催した。この賞を

通じて、今後も業界全体に光をあて、さらなる変革を進めて
行く」と述べた。
　来賓を迎えて行なわれた総会後半の部では、臨時理事会
で、令和8・9年度を担う新たな執行部及び委員会の新体制が
決まったことが報告された。
　▼新執行部（（敬称略）
　●理事長＝酒井良輔（知多印刷㈱）
　●副理事長＝田中賢二（神田印刷工業㈱）
　●副理事長＝箕浦靖夫（名鉄局印刷㈱）
　●副理事長＝竹倉幹雄（半田中央印刷㈱）
　●副理事長＝加藤義章（㈱フジカ）
　●副理事長＝北川毅（（タック㈱））
　●専務理事＝河原善高（事務局）
　新執行部と共に、2期目の舵取りをする酒井理事長は、「昨
年度、創立70周年という大きな節目を無事に終え、本年度か
ら71年目という新たな一歩を踏み出した。本年度は各支部
長をはじめ、委員会、役員陣にはフレッシュな顔ぶれを多数
お迎えしている。この素晴らしい皆さんと共に、新体制で１
年間、力強く事業を展開していきたい」と前置きし次のよう
に述べた。
　※酒井理事長の挨拶は別項参照　

　■「労務新人教育委員会」誕生

　次いで、令和8年度事業計画の説明に入った。
三役直轄事業を箕浦副理事長が行ない、情報交換・親睦を図
るゴルフコンペの開催。官公需対策については河原専務理事

新時代への変革とレジリエンスを誓う

令和8年度通常総会の席上、2期目の船出に
あたり所信を述べる酒井理事長

創立70周年を経て
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より説明が行なわれた。
　人財育成・経営委員会は、箕浦副理事長と堺貴弘委員長が
行ない、本年度より「労務新人教育委員会」と「経営革新委員
会」が合同・統合し、新しく「人財育成経営委員会」が誕生した
ことを報告した。
　CSR・ブランディング委員会は、竹倉副理事長と鈴木裕一
委員長が行なった。最重要プロジェクトとして、本年度は、全
印工連が主催する「ペーパーサミット・ジャパン」への協力、
および同サミットに出展を予定している組合員企業・出展企
業へのフォローアップを活動の中心に据え、業界のブラン
ディングを強力に推し進めていくとした。
　教育委員会は、加藤副理事長と松本高武委員長が行なっ
た。主な実施事業として、印刷技能検定、プリプレス技能検
定、印刷営業講座および印刷営業技能認定試験、その他、実務
に直結する各種有益なセミナーの開催を報告。
　組織共済委員会は、北川副理事長と杉谷芳紀委員長が行
なった。人手不足対応としての「特定技能制度」の案内や、業
務に不可欠な「Adobeライセンスプログラム」のメリットを
しっかりと組合員に伝達し、組織の拡充・強化に努める。ま
た、共済事業では、組合独自のスケールメリットを活かした
各種共済制度の強みを再アピールし、組合員・従業員にとって
真にメリットのある保険・共済の加入促進（新規・追加加入）に向

けた積極的なアプローチを展開していく方針が報告された。
　続いて、来賓紹介の後、代表して２氏から祝辞が述べられた。

　■積極的な展開で業界を力強く牽引

中部経済産業局今野直明産業部長の祝辞
「皆様方の営まれる印刷産業は、情報伝達という極めて重要
な役割を担い、文化や知識の普及に大きく貢献されている。
今後も多様化する社会的ニーズに的確に対応し、『価値創造形
産業』へと変革を遂げていかれることで、さらなる発展を遂
げられることを大いに期待している。先ほど酒井理事長の挨
拶のなかにもあったように、まさに皆様が『エッセンシャル・
クリエイティブ・パートナー』としての役割を果たしていくも

「私たちはかねてより、地域の情報を担う、なくてはならない
存在として、『エッセンシャル・クリエイティブ・パートナー』
を目指してきた。 印刷が持つ『彩り（いろどり）』の力を活か
し、業界全体を彩り豊かな、そして働く誰もが幸せになれる
産業、すなわち『ハッピーインダストリー』にしていこうとい
うスローガンを掲げ、全員一丸となって取り組んでいる。
印刷業が持つ、受託・請負中心のビジネスモデルから完全に
脱却することは容易ではないが、数年前から大阪で始まった

『ペーパーサミット』、そして愛知でもこれまで2回開催して
きた『ワクワクぷりんと博覧会』などを通じ、ＢｔｏＣ、Ｂｔ
ｏＢの双方において、紙の持つ価値を再認識してもらう取り
組みを地道に続けてきた。7月24・25の2日間、東京において

『ペーパーサミット・ジャパン』が開催される。愛知からも多
くの皆様にご参加いただき、市場や消費者の皆様へ向けて、
紙の価値や魅力をさらに力強く発信していただきたい。
また、『レジリエンスアワード』では、組合員の皆様の素晴ら
しい活躍や、困難を乗り越える変革の姿が浮き彫りになっ
た。しかし、こうした素晴らしい情報やノウハウが、まだまだ
組合員全体に伝わりきっていないという課題もある。各支部
長におかれては、ぜひ地域の組合員に光を当て、様々なレジ

リエンス（復活と再生）の取り組みを掘り起こしていただきた
い。特に、アワードでグランプリを受賞された木野瀬印刷㈱
さんが取り組まれた、決済システムの開発や地域流通への貢
献は、非常に素晴らしい事例である。 
現在、AI技術が目覚ましい進化を遂げている。これまで私た
ちが『紙』や『スタンプラリー』など、アナログで培ってきたノ
ウハウや価値を、アプリ開発をはじめとするデジタルの力へ
置き換えていくことで、我々の真価をさらに発揮できると考
える。テクノロジーを恐れず、積極的に活用していきたい。
最後に、全印工連が進める重要なプロジェクトについてお
話したい。 ６月に日本最大級のプラットフォームとなる

『Ｊ-CONNECT（ジェイ・コネクト）』が立ち上がる。これは
全国3,500社の印刷会社をネットワークで繋ぐ非常に壮大
な構想である。愛知県印刷工業組合としても、もちろんこれ
に深く参画していく。組合員各社が自社の情報や強みをこの
プラットフォームに登録・発信していくことで、3,500社の
仲間と繋がり、新たなビジネスや共同事業を創造（イノベー
ション）していくことが可能となる。ご期待いただき、皆様の
ビジネスの発展、そして全国の仲間との連携に大いに役立て
ていただきたい」

酒井理事長挨拶

フレッシュな顔ぶれと共に
レジリエンスの更なる深堀と
AI・デジタル技術の積極的な活用

祝辞を述べる中部経済産業局の今野産業部長

酒井理事長
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加藤義章副理事長
（教育委員会）

田中賢二統括副理事長
（統括）

副理事長と担当委員会

箕浦靖夫副理事長
（人財育成・経営委員会）

竹倉幹雄副理事長
（CSR・ブランディング委員会）

北川毅副理事長
（組織・共済委員会）

のと確信している。
　貴組合におかれましては、酒井理事長の強力なリーダー
シップのもと、印刷関連業界の健全な経営環境づくりや、技
能検定等の資格取得支援を通じた人材育成事業を精力的に推
進されるなど、我が国の印刷業界および産業全般の発展にご
尽力いただいていることに、改めて深く敬意を表したい。特
に、2024年から開催されている『ワクワクぷりんと博覧会』
は、印刷業界が持つ高い技術力と、クリエイターの優れたデ
ザイン力を掛け合わせ、新たなオリジナル商品を開発・創出
する素晴らしいプロジェクトであると承知している。
　印刷業の新しい可能性を追求するこうした先進的かつ力強
い取り組みを、今後もさらに積極的に展開され、業界を力強
く牽引されることを期待している」
　◎愛知県経済産業局産業部産業振興課長谷部淳課長の祝辞
　「貴組合は昨年度創立70周年を迎え、長きにわたり中小印
刷企業の地位向上と健全経営の環境づくりに向け、人材育成
など各種事業に努められ印刷業界の発展に多大な貢献をされ

てきた。これまでの70年の間、活版、オフセット、デジタル印
刷といった技術革新や様々な時代の変化に的確に対応されて
こられた。時代の流れと共に技術転換や技術向上が増し、社
会的な不確実性が高まる状況が続いている中、貴組合では70
周年を機に未来を切り開く取り組みを行なう組合員を称える

『レジリエンスアワード』を創設された。また、一昨年度から
組合員企業と外部クリエーターとコラボレーションし、その
成果物を発表、販売するイベント「ワクワクぷりんと博覧会」
を開催されている。酒井理事長をはじめとして組合の皆様方
が一丸となって印刷業界の新たな活動に向けた挑戦を続けら
れており、その取り組みに対し、感銘するとともに広く期待し
ているところである。愛知県としても、新商品の開発や販路拡
大への助成、さらには経営革新支援など、地域で頑張っておら
れる皆さまに寄り添ったお手伝いをしていきたい」
　続いて、閉会の辞を田中副理事長が行ない令和8年度通常
総会を終了した。総会終了後には、懇親会が開催され情報交
換と親睦に華が咲いた。

　愛知県印刷協同組合（鳥原久資理事長）の「令和8年度通常
総会」が5月20日午後3時30分より、名古屋・伏見の名古屋観
光ホテルにおいて、愛知県印刷工業組合に先立って開催され
た。総会では、提出されたいずれの議案も承認された。また、
任期満了に伴う理事・監事の選出が行なわれ鳥原理事長の続
投が決まった。
　総会の冒頭挨拶に立った鳥原理事長は、日頃の組合活動へ
の協力に対し謝意を表明。そして、組合の主要な使命につい
て、「組合員の皆さんの運営が円滑に進むよう、施設などの管
理を通じてバックアップすることである」と強調した。また、
竣工から10数年が経過した組合会館（メディアージュ愛知）
に触れ、「様々な設備において古くなり、周囲を含めて修繕な
どの時期を迎えている」と現状を報告。「今後も工業組合の皆
さんに安心して使っていただけるよう、しっかりとした維持
管理とバックアップ体制を築いていきたい」と、安全で安定
した施設運営への決意を語った。
　続いて、議案審議に入り、令和7年度事業報告及び決算関
係書類承認の件、令和8年度事業計画及び収支予算承認の件
などが審議された。その中で、河原善髙事務局長よりメディ

アージュ愛知はテナント5室全てが満室で稼働、また、駐車場
事業についても9区画全てが満車となっており、安定した施
設維持・管理事業の状況が報告された。
　任期満了に伴う役員選任では、引き続き鳥原理事長（㈱マ
ルワ）が選任された。
　なお、事業計画の基本方針には、「メディアージュ愛知が印
刷業界の拠点として機能するよう維持管理に努めるととも
に、愛知県内の印刷業者の団体である愛知県印刷工業組合の
活動を側面から支援し、愛知県印刷産業団体連絡会の一員と
して、印刷産業の発展と向上のために尽くしていく」として
いる。
　※修繕工事は、①LED照明交換工事（令和8年度実施計画）、
②給水ポンプ整備工事（今後実施検討）になる。

愛印協組・通常総会

組合会館の維持管理とバックアップ体制
鳥原理事長続投
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〒530-0038　大阪市北区紅梅町2-8　　  ☎（06）6358-9131㈹
〒104-0032　東京都中央区八丁堀4-5-5　☎（03）3523-8711㈹

　一般社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会
（JBMIA）の商用デジタルプリンティング部会は、商用デジタ
ル印刷分野における環境配慮の取り組みの一環として、環境
ラベル「Digital Print マーク」（デジタルプリントマーク、略
称:DPマーク）を立ち上げた。これは環境ラベル基準を満たし
た商用デジタル印刷機によって制作された印刷物にDPマー
クの表示が認められるもので、本ラベルは、受領者が該当印
刷物について環境配慮の下で製造されたことを一目で識別で
きるように設計されている。また、印刷物発注企業及び印刷
事業者が自社の環境対応方針を消費者に直接的かつ効果的に
訴求する手段として活用できる。
　デジタルプリントマークは、登録されている商用デジタル
印刷機で印刷された印刷物に付けることができる。マークは

「digital」と「print」の頭文字であるdとpを合わせ、葉の形を
思わせる自然をイメージしたシンボリックなデザインで、曲
線と直線を合わせて斜体にすることでシャープな印象を持た
せ、ロゴタイプを合わせてデジタル印刷の先進性や現代のビ
ジネスのスピード感を感じさせるデザインとなっている。デ
ジタルプリントマークが付いていることで、「その印刷物が環
境に配慮した商用デジタル印刷機で印刷されたものであるこ
とを一目で知ることができ、さらに、印刷物の作成に商用デ
ジタル印刷機を選択した印刷発注者や印刷会社の環境負荷軽
減に向けた姿勢を示すためのツールになる」とし、DPマーク
の活用を勧めている。これにより、〝必要なときに〟〝必要な分
だけ〟少部数を印刷をすることで、紙や印刷資材の無駄を減
らし、印刷物の過剰在庫や廃棄の抑制を推進しようとする印
刷発注者や印刷会社の思いを、印刷物を手にする消費者に直
接伝えることができる。
　基準を満たした商用デジタル印刷機によって制作された1

紙面当たり5,000部以下の小ロット印刷物にDPマークの表
示を認めている。
　印刷会社は次の手順で申請し登録を受ければ無償でマーク
の使用ができる。①出力に利用する商用デジタル印刷機がデ
ジタルプリントマーク適合製品であることの確認②各メー
カーへの商用デジタル印刷機使用機器確認依頼③商用デジタ
ル印刷機メーカーによる機器使用の確認④JBMIAへのデジ
タルプリントマーク利用申請⑤デジタルプリントマークのダ
ウンロード。
　現在、参画メーカーは以下の7社になる。キヤノン㈱／京セ
ラドキュメントソリューションズ㈱／コニカミノルタ㈱／セ
イコーエプソン㈱／富士フイルムビジネスイノベーション㈱
／㈱リコー／理想科学工業（50音順）
　 ※ 詳 細 に つ い て は、JBMIA「DPマ ー ク」のWEBペ ー
ジ（HYPERLINK "https://cdp.jbmia.or.jp/dp-logo-
home/"https://cdp.jbmia.or.jp/dp-logo-home/）、ま た
は、JBMIA事業推進部環境ラベル（dp-loge＠jbmia.or.jp）
まで。

JBMIA

デジタル印刷物への環境ラベル

｢Digital Print マーク」新設

環境ラベル
｢DP マーク｣

　■（一社）ビジネス機械・情報システム産業協会
　一般社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会（JBMI）は、
ビジネス機械とそれに付随する情報システム産業の発展に貢献す
る団体。1960年に11社からの発起人により任意団体「日本事務
機械工業会」を設立し、半世紀上にわたり活動してきた。1966年
社団法人としての認可を受け、2002年に ｢ビジネス機械・情報シ
ステム産業協会｣に名称を改め、さらに2012年4月から一般法人
に改組している。
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伝票整理が煩雑で
経理が進まない

人材育成にかける
時間が取れない

人が足りず
お客様を
待たせてしまう

￥0

飲食業 飲食業

業種別に
ノウハウを整理

イラストなので
直感的に理解できる

特徴

中小企業によくある課題 解決策

省力化ナビはこちら
補助金活用にもメリットがあります。

●業種別に特化したノウハウを整理。
●さらに、会計や人事など、業種横断的な業務にも対応。

●よくある課題と解決策をイラストで紹介。
●具体的な事例や、無料でできる3ステップなども紹介。

人手不足が深刻化し、省力化が求められる時代。
「何から始めればいいかわからない」という声も少なくありません。
省力化ナビなら、無料で簡単に、業種別のお悩みとその解決策をご紹介。
省力化への第一歩をわかりやすくサポートします。

詳しくは裏面をご覧ください。

キーワードをクリックすると解決策の
ヒントやアイデアが表示

中小企業のよくあるお悩みを
イラストで表示

PICKUP NEWS

経済産業省・中小企業庁

｢はばたく中小企業・小規模事業者300社」
プリ・テックが選ばれる

中小企業庁

｢省力化ナビ」
省力化・生産性向上へヒント

一歩を踏み出すヒントを提供する支援サイト「省力化ナビ」を
公開した。省力化ナビでは、業種別に特化したノウハウを整
理し、課題とその解決策のポイントやアドバイスをイラスト
で分かりやすく例示しており、設備選定やアプリケーション、
導入費用や相談窓口情報をワンストップで提供している。
　中小企業・小規模事業者等に加え、業界団体、商工会、商工
会議所、中小企業団体中央会、金融機関、よろず支援拠点（生
産性向上支援センターを含む）など、地域の支援機関の支援
ツールとして、事業者との対話時や伴走支援を行なう場面で
も活用できる。
　製造業、飲食業、小売業、宿泊業、建設業、運輸業、自動車整
備業等の業種別に対応。
　▼省力化ナビの使い方
　①業種の選択＝フォームに沿っていくつかの質問に答える。業
種、所在地、従業員数、事務所数、資本金（任意）、売上高（任意）。
　②簡易チェック＝業種別のよくある悩みをイラストで表
示、気になるキーワードをチェック。
　③解決策の例やヒントをイラストで表示＝●解決策別のポ
イントやアドバイス●設備選定やアプリ、導入費用の紹介●
補助金や相談窓口の紹介●取り組み事例の紹介。利用は無料。
　省力化ナビを活用すると、「中小企業省力化投資補助金（一
般型）」、「デジタル化・AI導入補助金（複数者連携デジタル化・
AI導入枠を除く）」の採択審査における加点要件となる。
　※「省力化ナビ」Webサイト
　HYPERLINK "https://labour-saving.smrj.go.jp/"htt
ps://labour-saving.smrj.go.jp/
　※「省力化ナビ」概要チラシ
　HYPERLINK "https://labour-saving.smrj.go.jp/asse
ts/doc/flyer.pdf"https://labour-saving.smrj.go.jp/asse
ts/doc/flyer.pdf

　経済産業省・中小企業庁は、革新的な取り組みや地域貢献
を行なう企業を選定・表彰する2025年度「はばたく中小企
業・小規模事業者300社」を公表した。成長戦略・生産性向上
や海外展開、DX、GX、人への投資・環境整備などの5分野で優
れた成果を上げている企業が選ばれている。授賞式は5月29
日東京・霞が関の経済産業省講堂で行なわれた。
　【選定の主なポイント】
　●選定の目的：経済社会構造の変化に対応して、事業改革
や新規事業に挑戦し、人材育成などに果敢に取り組む中小企
業を広く社会に周知すること。
　●主な分野：地域経済や日本経済の成長が期待できるモデ
ルとなる「成長戦略・生産性向上」、「海外展開」、「GX（グリーン
トランスフォーメーション）」、「DX（デジタルトランスフォー
メーション）」、「人への投資・環境整備」の5つの分野で優れた
取り組みで評価される。
　●評価のメリット：選定されると公式な表彰による認知度
や企業価値の向上のほか、金融支援や各種補助金・公的支援
での加点など、さまざまなメットが期待できる。
　中部経済産業局管内からは、47社（富山県5社、石川県3社、
岐阜県7社、愛知県27社、三重県5社）が選定された。
　今回、印刷関連業界から、プリ・テック㈱（髙井英和社長、
愛知県西尾市）、㈱ヨシモト印刷社（吉本孝志社長、静岡市葵
区）、丸楽紙業㈱（杉山善久尚社長、大阪府東大阪市）が選ばれ
た。※プリ・テックの選定分野は「成長戦略・生産性向上」。

　中小企業庁は、内閣官房が取りまとめる「省力化投資促進
プラン」を実効し、中小企業・小規模事業者等の人手不足や賃
上げなどの課題に対応するため、独立行政法人中小企業基盤
整備機構及び関係省庁と連携して、省力化や生産性向上へ第

「省力化ナビ」を解説した
チラシ。Web サイトから
検索が可能。
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2023年に135周年を迎えました。

おかげさまで135周年

１35 135 135th

JAGAT

Page2027の概要発表
テーマ『なぜ、いま印刷するか』

　日本印刷技術協会（JAGAT）は、2027年2月17日から19
日までの3日間、東京・池袋のサンシャインシティにおいて印
刷メディアビジネスの総合イベント「page2027」を開催す
る。テーマを『なぜ、いま印刷するのか』に決定した。2027年

はJAGATの設立60周年及びpage展の開催40回目の節目の
年となる。JAGATでは関連する記念行事の開催も予定して
いる。テーマ『なで、いま印刷するのか』には、デジタルと紙の
それぞれの強みを掛け合わせ、人の心に届くコミュニケーショ
ンを問い直す意図が込められている。速報性や拡散力に優れた
デジタルと、手触り、編集性、信頼性、保存性を持つ紙・印刷を
融合させ、印刷物だからこそ伝えられる価値を再考する。
　●開催概要／日時：2027年2月17日（水）～ 19日（金）、会
場：サンシャインシティ（東京・池袋）。

　中小企業庁は、「2026年版中小企業白書、小規模企業白
書」を発表した。それによると、「現状維持は最大のリスク」
と断言し、価格転嫁の推進やAIの活用、そして、「稼ぐ力」を
高め「強い中小企業」へと成長することが重要としている。
要旨を紹介。
　◎中小企業白書・小規模企業白書メッセージ
　●中小企業では、春季労使交渉において約30年ぶりの賃
上げ水準が続き、最低賃金の引上げも進んでいる。日本経
済の成長にとって、中小企業の持続的な賃上げの実現は極
めて重要であるが、大企業と比較して中小企業の賃上げ余
力は厳しいため、更なる賃上げ原資の確保が課題となる。
　●2010年代以降多くの業種において人手不足感は強
まっている。一定の試算に基づけば、労働供給制約社会の
到来に伴い、中小企業の雇用者数は減少が見込まれ、人手
不足は更に深刻になるおそれがある。
　●こうした経営環境の転換期にある中で、現状維持は最
大のリスクといえるだろう。短期的な損益を追うのではな
く、長期的な視点で事業構造・組織構造を再構築していく

「戦略」を持った経営に転換し、「稼ぐ力」を高め、「強い中小
企業」へと成長することが重要である。
　◎中小企業白書・小規模企業白書分析のポイント
　（1）「強い中小企業」に向けた「稼ぐ力」の強化

「稼ぐ力」とは、付加価値を生み出す力であり、労働供給制
約社会の中で、労働投入量の減少が見込まれる我が国にお

いては、付加価値額を維持・増加させるために、労働投入量
当たりのパフォーマンスを示す「労働生産性」の向上が不可
欠である。中小企業の労働生産性の状況を確認すると、一
人当たり労働時間は減少しつつも、付加価値額が増加して
いることから、時間当たり労働生産性は上昇傾向にある。
また、大企業と遜色ない労働生産性を誇る中小企業も存在
している。
　労働生産性の更なる向上に向けては、価格転嫁の推進、
成長投資による製品・商品・サービスの高付加価値化、事業
承継・M&Aによる事業再編をはじめとした「付加価値額の
増加」と、AI活用・デジタル化の促進による「労働投入量の
最適化」に取り組むことが重要である。実際にこれらに取
り組む企業は、取り組んでいない企業と比較して、付加価
値額増加や労働投入量最適化を実現していることが確認で
きた。
　（2）小規模事業者の経営リテラシー向上と企業間連携に
よる事業の維持・拡大
　経営リテラシーを「財務・会計」、「組織・人材」、「運営管
理」、「経営戦略」の4つの類型に分けて分析し、小規模事業
者における経営リテラシーの現状には改善の余地がある
が、経営リテラシーを有する事業者は、業績や人材確保等
において明確な違いを生み出していることを示した。例え
ば、原価管理を詳細に行う事業者ほど価格転嫁率が高く、
組織活性化に取り組む事業者では採用に成功している傾
向がある。また、小規模事業者の経営資源は限られること
を踏まえれば、他の事業者との連携により「経営力」を補完
することも有効な手段の一つであると考えられる。本書で
は、事業の維持や拡大を図る小規模事業者にとって、企業
間連携によって相互に補完し合うことが有効な取り組みで
あることを示した。

2026年版中小企業白書・小規模企業白書
｢稼ぐ力｣を高め「強い中小企業」へ
経営環境の転換期、現状維持は最大のリスク
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　【愛印工組からも多数出展】
　全日本印刷工業組合連合会、日本洋紙板紙卸商業組合・主
催、日本製紙連合会・協力で、紙を知り・紙で遊ぶをテーマに

「ペーパーサミットJAPAN」が、7月24日（金）、25日（土）の2
日間、東京都港区の都立産業貿易センター浜松町館3階にお
いて開催される。また、「MUDメディア・ユニバーサルデザイ
ンフェア2026」も同時開催される。
　全印工連では、「紙のある暮らし」をもっと豊かにするとと
もに、業界内外に紙に対する正しい情報を紹介し、意識を変
える目的で、2025年度から紙のポジティブキャンペー活動
を関連業界と協力して展開してきた。今回開催の「ペーパー
サミットJAPAN」は、キャンペーン活動の集大成として企画
されたイベントになる。
　▼紙を知り、遊ぶ、楽しむ
　イベントは、●学ぶ＝TALK（トークセッション）、●遊ぶ＝
FACTORY（ワークショップ）、●楽しむ＝MARKET（グッズ
マルシェ）、●感じる＝GALLERY（アートギャラリー）の4本
柱で構成される。
　全国の印刷会社が開発したオリジナル商品の展示・販売、
紙や印刷にまつわる作品展示、セミナーなどを通して、紙と
印刷の魅力や新しい可能性を知って、感じてもらう場とな
る。
　ペーパーアートギャラリーでは、紙技大賞、全国カレン
ダー展、全国カタログ展造本装幀コンクールの受賞作品及
び大阪府印刷工業組合が昨年企画した「Print　LOVERS　
OSAKA　2025」の出品作品などを紹介する。
　▼トークセッションのプログラム
　【７月24日（金）】
　●「新しいMUDが描く誰一人取り残されない未来」浦久保康
裕氏（NPO法人メディア・ユニバーサルデザイン協会理事長）
　時間：11時～ 12時30分
　●「紙と環境について考える～環境にまつわる紙に対する
誤解を解説します！」門田克行氏（日本製紙連合会総務・広報
部国際担当部長）
　時間：13時～ 14時30分
　● ｢エビデンスが示す紙の本当の価値～デジタルメディア
とフィジカルメディアの比較｣柴田博仁氏（群馬大学大学院教
授）
　時間：15時～ 16時30分
　【７月25日（土）】
　●「（親子向け）カタチだけで伝えてみよう！ユニバーサル

な標識デザインワークショップ」徳間貴志氏（㈱ボウルグラ
フィックス）
　時間：11時～ 12時30分
　●「インターネットが、それなんですか？の時代の話から
今。」北川一成氏（グラフ㈱代表取締役）
　時間：13時～ 14時30分
　●「知っているようで知らない ！？　魅惑の紙の世界」津田
淳子氏（デザインのひきだし編集長）
　時間：15時～ 16時30分
　■「MUDフェア」同時開催
　同時開催される「MUDフェア」は、「MUDを知る・学ぶ」（セ
ミナー・ワークショップ）と「MUDを見る・触れる」（展示コー
ナー）を柱に、高齢者、障がい者、外国人など、誰もが見やす
く。分かりやすい「メディア・ユニバーサルデザイン」を紹介・
体験するイベントとなる。
　【愛印工組からの出展社】
　愛知県印刷工業組合CSR・ブランディング委員会、㈱鈴木
紙工所、㈱天白製本紙工、豊橋合同印刷㈱、太美工芸㈱、㈱サ
ンアート印刷、昭和印刷㈱、モリカワペーパー㈱、鬼頭印刷
㈱、㈱岩月末広堂、知多印刷㈱、㈱マルワ、川口合成㈱
　※開催時間：7月24日（金）AM10：00 ～ PM16:00 ／ 7月
25日（土）AM10:00 ～ PM17:00
　※東京都立産業貿易センターは、JR浜松町駅（北口）から徒
歩5分、東京モノレール浜松町駅（北口）から徒歩5分　　

●「ペーパーサミットJAPAN」のご案内

紙を知り、紙で遊ぶ紙を知り、紙で遊ぶ
「ペーパーサミットJAPAN」「ペーパーサミットJAPAN」

7月24・25日開催
東京・都立産業貿易センター浜松町館
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編 集 だ よ り

■人財育成・経営委員会

令和8年度「印刷現場の職長教育」
～職長教育で学び、語り合い
現場改善のヒントを持ち帰りませんか～

■全印工連

令和8年度「印刷営業講座」開催
Zoomによるオンライン開催

「印刷営業士」取得に最適の講座

ダー候補や現場を支えるスタッフの皆さん
にとっても、現場の安全文化を育て、チー
ムの力を引き出すための有意義な内容にな
っています。是非、この機会にご参加をご
検討ください。
　【開催概要】
　●開催日：令和８年８月 28 日（金）～
29 日（土）の 2 日間
　●開催時間：9 時～ 16 時 30 分／受付
開始 8 時 45 分、講習時間 13 時間（6.5
時間× 2 日間）
　●会場：メディアージュ愛知 3 階会議
室（名古屋市東区泉 1-20-12、TEL052-
962-5771）
　※地下鉄桜通線 ｢高岳｣ 1 番出口より徒
歩 3 分、駐車場がありませんので、公共
交通機関をご利用ください
　●講師：鳥原久資氏（㈱マルワ）
　●定員：24 名（先着順）
　●受講料：組合員 19,800 円／一般
23,100 円（テキスト代・税込）
　●申込締切日：令和 8 年 7 月 31 日（金）
※定員に達し次第締め切ります
　●申込・問い合わせ先：愛印工組
TEL052-962-5771（担当：勝野）

　恒例となりました愛知県印刷工業組
合及び関連業者「親睦ゴルフコンペ」
を開催いたします。このゴルフコンペ
は、愛印工組組合員と関連業者の皆様
との交流・親睦を目的に毎年開催して
おります。プレー後のパーティーも予
定しておりますので、お一人様でも、
また、関係各位をお誘い合わせの上で
も、ゴルフがお好きな皆様方にご参加
いただきたく、再度ご案内をさせてい
ただきました。
　【開催要領】
　●開催日時：令和 8 年 9 月 8 日（火）、
8：00 スタート 18 組予定
　●場所：セントクリークゴルフクラ
ブ 3 コース同時スタート（豊田市月
原町黒木 1-1、TEL0565-64-2121）
　●会費：5,500 円（お一人様、消
費税込）
　●プレー代：23,000 円（予定、お
一人様、当日各自にて清算ください）
　※キャディー付きプレー代、昼食
+1 ドリンク、茶店 2 ドリンク、パー
ティー代含む）
　●問合せ：愛印工組事務局（担当：
勝野、TEL052-962-5771）
　 ※ E メ ー ル：jimu-01 ＠ ai-in-ko.
or.jp

　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）
では、印刷営業活動に必要とされるマーケ
ティング、印刷技術、関係法規等の専門知
識を修得する基層講座「印刷営業講座」を
開講します。労働大臣認定の「印刷営業士」
取得を目指す方にとっては最適な講座とな
っています。奮ってご参加ください。
　【開講概要】
　●講習期間：令和 8 年 9 月 4 日（金）
13：00 ～ 18：00 ／ 9 月 8 日（火）・9
日（ 水 ）：13：00 ～ 16：00 ／ 9 月 15
日（火）、16 日（水）13：00 ～ 18：00
　※ 5 日間の受講で修了
　●講習方法：Zoom でのオンライン開
催
　※受講用 URL は前日までに申込書に記
載のメールアドレスに送付、テキストは発
払いにて、会社ごとにまとめて送付
　●講座内容：印刷営業の基本からマーケ
ティング、グループワーク、関係法規、見
積計算実務等

　●講師：宮本泰夫氏（㈱バリューマシー
ンインターナショナル）、高見隆登氏（（一
財）経済調査会）
　●受講対象：印刷営業の実務経験 1 年
以上の方
　●定員：最大 40 名
　●修了証交付：全講座（21 時間）の内
15 時間以上出席した方に修了証を公布
　●受講料：組合員 20900 円（税込）、
一般 38,500 円（税込）
　●申込期限：令和 8 年 8 月 21 日（金）
　●申込方法及び問い合わせ先：全印工
連（東京都中央区新富 1-16-8　TEL03-
3552-4571 ／担当：事業課加賀）

　■令和 8 年度通常総会の模様を紹介しま
した。基本方針、事業内容などが明らかに
なりましたので一読下さい。酒井丸 2 期目
の船出がスタートしました。盛り沢山の情
報が積込まれていますのでご期待下さい。

　愛知県印刷工業組合（愛印工組）人財育
成・経営委員会では、印刷業においても義
務化されている「職長教育」について、下
記要領で開催します。
　職長教育は、危険を伴う現場作業を安全
に行うために指定された安全教育となって
いますが、当組合では印刷現場に即した事
例と副教材を用意して、グループワークを
取り入れながら現場の安全と改善につなが
る研修を行ないます。参加者同士の意見交
換・情報交換では、受講者から「同じ悩み
を抱えていることが分かった」「他社の取
り組みが参考になった」などの声も多く寄
せられ、現場課題について率直に話し合え
る貴重な機会となっています。
　職長（管理職）の方は勿論、将来のリー
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